
　

白
鷗
大
学
の
就
職
率
は
こ

こ
数
年
過
去
最
高
を
更
新

し
続
け
て
お
り
、
今
年
も

99
．０
％
と
、
過
去
最
高
で

あ
っ
た
昨
年
度
の
98
．７
％

を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
本
学
の
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
、
き
め
細
や
か
な
支
援
と

学
生
の
努
力
に
よ
る
も
の
。

　

公
務
員
試
験
で
は
、
栃
木

県
警
察
本
部
の
21
人
を
は
じ

め
警
察
に
37
人
が
合
格
。

栃
木
県
庁
な
ど
の
県
市
町
村

職
員
に
は
34
人
、
消
防
官
に

11
人
、
公
立
保
育
士
に
16

人
、
自
衛
官
に
５
人
そ
れ
ぞ

れ
合
格
し
た
。

　

公
務
員
試
験
の
力
試
し

や
、
就
職
活
動
の
際
に
法
学

の
力
を
客
観
的
に
証
明
す

る
た
め
に
、「
法
学
検
定
試

験
」
を
受
験
す
る
学
生
も
い

る
。
同
試
験
は
、
公
益
財
団

法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団

と
公
益
社
団
法
人
商
事
法
務

研
究
会
が
共
同
で
組
織
し
た

法
学
検
定
試
験
委
員
会
が
実

施
し
て
い
る
、
法
学
に
関
す

る
学
力
を
客
観
的
に
評
価
す

る
わ
が
国
唯
一
の
検
定
試
験

だ
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
〈
基
礎
〉

コ
ー
ス
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

〈
中
級
〉
コ
ー
ス
、
ア
ド
バ

ン
ス
ト
〈
上
級
〉
コ
ー
ス
の

３
コ
ー
ス
が
あ
る
。

　

本
学
で
は
、
昨
年
12
月
に

実
施
さ
れ
た
法
学
検
定
試
験

で
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
〈
中

級
〉
コ
ー
ス
に
35
人
が
合
格

し
た
。
各
コ
ー
ス
20
人
以
上

が
受
験
し
た
団
体
を
対
象
と

す
る
団
体
賞
で
、
本
学
は

「
合
格
者
数
の
部
」
で
第
３

位
の
成
績
を
収
め
た
。
こ
う

し
た
学
生
の
努
力
の
積
み
重

■小中高教員採用試験合格者数の推移

19人
2007年度

22人
2008年度

41人
2009年度

31人
2010年度

53人
2011年度

123人
2014年度

122人
2015年度

169人
2016年度

171人
2017年度

205人
2018年度

76人
2012年度

112人
2013年度

1,144人
合計

■公私立幼稚園・保育園・認定こども園への就職

幼稚園
年度

50人
2012年度

34人
2013年度

49人
2014年度

39人
2015年度

56人
2016年度

43人
2017年度

34人
保育園 54人 44人 43人 37人 47人 45人 59人
合　計 104人 78人 92人 76人 103人 88人 93人

2018年度
（認定こども園を含む）
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白
鷗
大
学
で
は
、
学
祖
（
初
代
学

長
）
上か
み

岡お
か

一か
ず

嘉よ
し

先
生
は
そ
の
建
学
の

当
初
か
ら
、
時
代
を
先
取
り
し
て
英

語
教
育
と
情
報
教
育
を
最
重
視
し
て

き
た
。
そ
の
含
意
は
、
大
学
に
お
け

る
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
の
重

視
で
あ
り
、
そ
の
め
ざ
す
と
こ
ろ

は
、
若
者
に
大
局
観
と
行
動
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
教
育
で
あ
っ

た
。

　

大
学
生
と
な
っ
て
や
っ
と
解
き
放

さ
れ
る
開
放
感
、
あ
る
い
は
若
き
日

の
情
熱
の
爆
発
力
は
、
い
わ
ば
人
間

と
し
て
の
原
点
を
つ
く
る
大
切
な

出
発
点
で
あ
り
、
人
間
性
の
形
成

に
と
っ
て
最
も
大
切
な
も
の
で
あ

る
。
若
者
た
ち
に
は
、
ま
ず
社
会
あ

る
い
は
世
界
の
全
体
像
を
し
っ
か
り

把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
次

い
で
そ
の
動
き
に
自
分
を
参
加
さ
せ

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
暗
闇
の
中

で
た
だ
暴
れ
ま
わ
る
だ
け
で
は
、

暴
発
で
あ
る
と
し
か
い
い
よ
う
が
な

い
。
ま
た
、
ど
ん
な
に
全
体
が
見
え

よ
う
と
、
自
分
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
に

積
極
的
に
参
加
す
る
と
い
う
意
欲
と

行
動
力
が
な
く
て
は
、
人
生
を
よ

り
深
く
生
き
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
が
大
局
観
と
行
動
力
が
必

要
な
所
以
で
あ
る
。

　

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
教
育
法

を
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
と
呼
ぶ
。
そ

し
て
、
人
間
形
成
に
最
も
重
要
な
こ

の
時
期
の
教
育
を
ギ
リ
シ
ア
以
来
の

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
と
呼
ぶ
。
そ
の

基
礎
の
上
に
、
大
学
の
専
門
教
育
は

築
か
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
な
に
よ
り

も
人
間
と
し
て
立
派
な
若
者
を
育
て

る
こ
と
を
ま
ず
め
ざ
す
べ
き
で
あ

る
。
動
機
（
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
と

か
意
欲
（
志
）
と
い
う
も
の
は
、

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン

グ
（
疾
風
怒
濤
）
の
時
代
で
あ
る
青

春
の
一
時
期
に
決
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
に
リ

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
を
学
ば
せ
る
こ
と

は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
わ
が
大
学
で
は
、
ま
ず
そ
こ

を
め
ざ
す
。

　

そ
の
選
択
を
あ
る
程
度
決
め
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
先
は
本
来
は

大
学
院
教
育
で
あ
ろ
う
。
大
切
な
こ

と
は
、
こ
の
少
数
の
研
究
者
を
め
ざ

す
者
の
教
育
で
は
な
い
。
め
ざ
す
べ

き
は
、
社
会
人
と
し
て
立
派
に
通
用

す
る
人
間
を
創
る
教
育
で
あ
る
。

極
論
す
れ
ば
、
ギ
ス
ギ
ス
・
ウ
ジ
ウ

ジ
し
た
人
間
で
は
な
く
、
ニ
コ
ニ

コ
・
イ
キ
イ
キ
し
た
人
間
の
育
成
で

あ
る
。
わ
が
校
の
卒
業
生
た
ち
が
社

会
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
の
は
そ
の
せ
い

で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
大
学

に
な
り
た
い
と
思
う
。

ね
が
、
就
職
率
や
公
務
員
試

験
合
格
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
教
諭
は
34

人
、
保
育
士
に
59
人
が
採
用

と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
８
年
度

の
教
員
採
用
試
験
合
格
者

（
臨
時
的
任
用
除
く
）
は
、

新
卒
95
人
、
既
卒
１
１
０

人
の
合
計
２
０
５
人
。
う

ち
、
１
７
４
人
が
小
学
校

教
諭
、
中
学
校
教
諭
25
人

（
保
健
体
育
16
人
、
英
語

４
人
、
社
会
４
人
、
不
明

１
人
）、
高
等
学
校
教
諭
３

人
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
３

人
で
あ
っ
た
。
今
年
も
過
去

最
多
を
更
新
し
た
。
こ
れ

ら
、
教
員
採
用
試
験
の
合

格
を
支
え
て
い
る
の
が
、

教
職
支
援
室
で
あ
る
。
同
室

は
、
１
、２
年
次
か
ら
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
３
年
次
か
ら
「
教

職
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
論
作

文
・
面
接
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実

施
し
、
教
員
を
め
ざ
す
学
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
立
校
の
管
理
職

や
教
育
委
員
会
指
導
主
事
の

経
験
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
迎
え
、
教
職
教
養
の
補

習
や
論
作
文
の
書
き
方
、
面

接
、
討
論
、
模
擬
授
業
な
ど

の
実
践
的
な
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
同
室
の
大お
お

橋は
し

一か
ず

樹き

部

長
は
「
採
用
試
験
の
合
格
は

『
ゴ
ー
ル
』
で
は
な
く
『
ス

タ
ー
ト
』。
本
当
の
評
価
は

そ
こ
か
ら
だ
と
思
う
。
卒
業

後
も
謙
虚
さ
と
粘
り
強
さ
を

も
っ
て
学
び
続
け
、
そ
の
職

場
で
必
要
と
さ
れ
る
人
材
に

育
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

過去最高の９９．０％
103人が合格
過去最多の205人が合格

就 職 率

公 務 員

教員採用試験

　

上
越
教
育
大
学
と
の
教
員
養
成
に

関
す
る
連
携
・
協
力
協
定
を
締
結
す

る
調
印
式
が
昨
年
11
月
５
日
、
Ｊ
Ｒ

小
山
駅
東
口
の
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
。
相
互
に
連
携
協
力
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
。
具
体
的
に
は
、
本
学
の
学
部

生
が
、
上
越
教
育
大
学
の
大
学
院
に

進
学
す
る
場
合
に
入
学
料
の
優
遇
措

置
な
ど
を
行
う
。

　

式
に
は
上
越
教
育
大
学
の
川か
わ

﨑さ
き

直な
お

哉や

学
長
を
は
じ
め
、
本
学
か
ら
は
上か
み

岡お
か

條じ
ょ
う

二じ

理
事
長
な
ど
が
出
席
。
挨

拶
し
た
奥お
く

島し
ま

孝た
か

康や
す

学
長
は
「
教
員
を

目
指
す
学
生
が
大
学
院
で
学
べ
る
こ

と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
」
と

期
待
を
寄
せ
た
。
本
学
が
他
大
学
と

連
携
協
定
を
締
結
す
る
の
は
、
今
回

が
初
め
て
。
連
携
協
定
後
の
今
年
４

月
に
、
本
学
の
卒
業
生
２
人
が
、
こ

の
連
携
に
よ
り
上
越
教
育
大
学
の
大

学
院
へ
進
学
し
た
。
今
後
の
さ
ら
な

る
連
携
が
期
待
さ
れ
る
。

調印後、記念撮影する奥島孝康学長（左）と川﨑直哉学長

令
和
新
時
代
の

　
白
鷗
大
学
が
め
ざ
す
も
の

�

学
長
　
奥
島
孝
康

２面　白鷗大学フォーラム、メディアパーク 他

６面　シンポジウム、IBインカレ

３面　男子バスケ部関東選手権初優勝 他

７面　2018年度決算報告

４面　ラグビー部監督紹介 他

８面　教員コラム、入学式 他

５面　バスケ部監督対談
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フ
ェ
も
併
設
さ
れ
、
中
央
に

設
置
さ
れ
た
円
柱
型
ス
ク

リ
ー
ン
へ
の
３
６
０
度
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

を
眺
め
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
を

味
わ
う
来
場
者
も
い
た
。

　

当
日
の
運
営
に
係
わ
っ
た

経
営
学
部
４
年
の
伊い

沢ざ
わ

誠ま

聡さ
と

さ
ん
は
、「
私
が
担
当
し
た

『
マ
イ
ク
ロ
ド
ロ
ー
ン
レ
ー

ス
』
で
は
、
レ
ー
ス
中
に
ド

ロ
ー
ン
の
カ
メ
ラ
映
像
を
ス

ク
リ
ー
ン
に
上
映
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
と
迫
力
を
演
出
し

ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦

体
験
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
飛

行
も
好
評
で
、
今
ま
で
触
れ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
方
た
ち

に
も
ド
ロ
ー
ン
の
可
能
性
を

　

本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
白
鷗

ホ
ー
ル
が
、
こ
の
ほ
ど
「
白

鷗
国
際
ホ
ー
ル
」
へ
と
名

称
が
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
２
０
１
８
年
12
月
に
開

催
さ
れ
た
白
鷗
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
お
い
て
、
本
学
と
ハ
ワ
イ

大
学
の
さ
ら
な
る
友
好
が
宣

言
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
た

も
の
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
６
月

20
日
、
除
幕
式
が
行
わ
れ

た
。
式
で
は
、
ジ
ョ
ン
・

モ
ー
ト
ン
評
議
員
（
前
・
ハ

ワ
イ
大
学
副
総
長
）
と
奥お
く

島し
ま

孝た
か

康や
す

学
長
に
よ
る
除
幕
と
あ

い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

　

今
後
も
同
ホ
ー
ル
は
、
学

内
の
み
な
ら
ず
、
知
と
情
報

の
拠
点
、
地
域
に
開
か
れ
た

大
学
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ

る
。

　

第
12
回
白
鷗
大
学
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
小
山
に
あ
わ
せ

て
、
12
月
１
日
、
２
日
の
２

日
間
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鷗

ア
リ
ー
ナ
で
、「
体
験
型
メ

デ
ィ
ア
パ
ー
ク
―
最
新
技
術

を
体
感
し
よ
う
―
」
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
経
営
学

部
の
菅す

が

野の

嘉よ
し

則の
り

教
授
と
ゼ
ミ

生
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
さ

れ
た
も
の
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
や
Ｖ

Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
）
の
体
感
、
モ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、

子
ど
も
か
ら
中
高
年
ま
で
幅

広
い
年
齢
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
っ
た
。
ま
た
会
場
に
は
カ

　

第
12
回
白
鷗
大
学
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
小
山
が
12
月
１

日
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鷗

ホ
ー
ル
（
現
・
白
鷗
国
際

ホ
ー
ル
）
で
開
か
れ
た
。
今

回
は
、
白
鷗
大
学
と
交
流
協

定
を
結
ん
で
い
る
ハ
ワ
イ
大

学
の
協
力
を
得
て
の
開
催
と

な
っ
た
。
白
鷗
大
学
の
奥お

く

島し
ま

孝た
か

康や
す

学
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
白
鷗
大
学
ハ
ン
ド
ベ

ル
ク
ワ
イ
ア
の
演
奏
で
開

幕
。「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

と
政
治
―
ネ
ッ
ト
社
会
へ
の

警
鐘
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

下
、
日
米
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い

て
考
察
さ
れ
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
池い
け

上が
み

彰あ
き
ら

氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

と
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
ラ
ズ
ナ
ー

氏
（
ハ
ワ
イ
大
学
総
長
）
に

よ
る
基
調
講
演
と
、
池
上
彰

氏
、
ジ
ョ
ン
・
モ
ー
ト
ン

氏
（
ハ
ワ
イ
大
学
副
総
長

（
当
時
））、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

マ
ラ
ー
ド
氏
（
ロ
イ
タ
ー

日
本
支
局
長
）、
後ご

藤と
う

謙け
ん

次じ

氏
（
本
学
特
任
教
授
）
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
会
場
に

は
、
約
５
０
０
人
が
つ
め
か

け
、
熱
心
に
聴
き
入
っ
た
。両大学のさらなる友好を宣言する関係者たち

　

白
鷗
と
ハ
ワ
イ
と
の
関
係

は
、
１
９
７
５
年
白
鷗
女
子

短
期
大
学
時
代
の
第
１
回
ハ

ワ
イ
研
修
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
。
同
研
修
は
現
在
も
続
い

て
お
り
、
今
年
で
45
回
目
を

迎
え
、
の
べ
２
５
０
０
人
が

参
加
し
た
。
２
０
０
８
年

に
ハ
ワ
イ
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ズ
と
交
流

協
定
を
締
結
。
２
０
１
０
年

に
は
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校

と
交
換
留
学
に
関
す
る
協
定

を
締
結
。
以
降
、
両
大
学
学

生
の
交
換
留
学
や
、
ハ
ワ
イ

大
学
学
生
の
日
本
研
修
受
け

入
れ
等
が
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
る
。

　

国
際
交
流
は
、
日
常
的
に

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
も
行
わ
れ

て
い
る
。「
国
際
交
流
ラ
ウ

ン
ジ
」
で
は
、
本
学
で
学
ん

で
い
る
留
学
生
と
の
交
流
が

気
軽
に
行
わ
れ
て
い
る
。

世
界
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

環
境
は
、
異
文
化
理
解
や
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
育
む
上

で
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

本
学
は
、
ハ
ワ
イ
大
学
以

外
に
も
17
大
学
と
交
流
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

白
鷗
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

メディア理解の促進を訴える
ラズナー総長

サイバー攻撃の脅威を解説する
池上氏

　

例
年
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
東
京
で
開
催
し
て
き
た

が
、
今
回
は
Ｊ
Ｒ
小
山
駅
東

口
前
に
新
校
舎
が
完
成
し

た
こ
と
を
記
念
し
、
初
め

て
小
山
市
で
開
催
し
た
。

な
お
、
２
０
１
９
年
、
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
11
月
に
東

京
で
開
催
予
定
だ
。

日本におけるフェイクニュースを
分析する後藤教授

白
鷗
大
学
と

ハ
ワ
イ
と
の
交
流
、

そ
し
て
世
界
へ

会場となった白鷗ホール

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
を
初
開
催
感
じ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ほ
か
に
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
と

い
っ
た
技
術
を
お
客
様
に
伝

え
る
と
い
う
経
験
は
、
普
段

の
勉
強
以
上
に
多
く
の
も
の

を
学
べ
た
と
思
い
ま
す
。」

と
感
想
を
話
し
た
。

　

同
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

は
、
今
年
度
は
11
月
３

日
、
４
日
の
白
鷗
祭
に
合
わ

せ
て
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

白鷗アリーナ全面を使った会場 来場者にVRを説明する学生スタッフ

関係者のサインが刻まれたプレート 序幕した奥島学長とモートン評議員
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男子バスケットボール部が
関東選手権初優勝

 ⒸJBA

　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
が
「
第
68
回
関
東
大
学
選

手
権
大
会
」
の
頂
点
に
輝
い

た
。
同
部
23
年
間
の
歴
史
の

中
で
同
大
会
の
優
勝
は
初
と

な
る
。

　

５
回
戦
か
ら
登
場
し
た
同

部
は
、
準
々
決
勝
で
昨
年
の

イ
ン
カ
レ
王
者
・
東
海
大
を

下
す
と
、
準
決
勝
で
も
強
豪

の
専
修
大
を
破
っ
て
決
勝
に

駒
を
進
め
た
。

　

決
勝
戦
は
、
大
会
４
連

覇
を
狙
う
筑
波
大
と
の
対

戦
。
２
年
前
の
同
大
会
決
勝

で
は
57
‐
115
で
完
敗
し
て
お

り
、
当
時
を
知
る
メ
ン
バ
ー

は
雪
辱
に
燃
え
試
合
に
臨

ん
だ
。
開
始
直
後
は
２
‐

10
と
劣
勢
に
回
っ
た
が
、

粘
り
強
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か

ら
の
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
を
重

ね
、
第
２
ク
ォ
ー
タ
ー
で
逆

転
し
37
‐
28
で
前
半
を
折
り

返
し
た
。
後
半
は
相
手
の

ゾ
ー
ン
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
苦

し
み
な
が
ら
も
、
210
セ
ン

チ
の
デ
ィ
オ
ッ
プ
・
マ
ム

シ
ェ
ッ
ハ
・
イ
ブ
ラ
ヒ
マ
選

手
（
経
営
学
部
４
年
）
を

中
心
に
、
ゴ
ー
ル
下
で
圧

倒
。
前ま

え

田だ

怜れ

緒お

選
手
（
教
育

学
部
４
年
）
や
星ほ
し

野の

曹と
も

樹き

選

手
（
経
営
学
部
４
年
）
ら
が

果
敢
に
攻
め
、
猛
烈
な
追
い

上
げ
を
か
わ
し
て
66
‐
58
で

５ 回 戦……白鷗大学　102‐47　明治学院大学
６ 回 戦……白鷗大学　  87‐63　国士舘大学
準々決勝……白鷗大学　  63‐58　東海大学
準 決 勝……白鷗大学　  78‐69　専修大学
決　　勝……白鷗大学　  66‐58　筑波大学

栄
光
を
掴
ん
だ
。
個
人
賞
で

も
最
優
秀
選
手
賞
に
前
田
選

手
、
優
秀
選
手
賞
に
中な
か

川が
わ

綸り
ん

選
手
（
教
育
学
部
４
年
）、

イ
ブ
ラ
ヒ
マ
選
手
が
輝
い

た
。

　

網あ
み

野の

友と
も

雄お

監
督
は
、「
部

と
し
て
初
の
タ
イ
ト
ル
を
獲

得
で
き
た
こ
と
は
大
変
嬉
し

い
。
４
年
生
が
ス
タ
メ
ン
か

ら
控
え
選
手
ま
で
い
い
仕
事

を
し
て
く
れ
た
。
今
回
の
優

勝
で
壁
を
一
つ
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
姿
勢
は

変
え
ず
、
さ
ら
な
る
高
み
に

向
け
て
精
進
し
た
い
」
と
秋

の
リ
ー
グ
戦
、
イ
ン
カ
レ
も

制
覇
し
て
「
大
学
バ
ス
ケ
３

冠
」
を
め
ざ
す
。

春
季
リ
ー
グ
戦
、

全
勝
優
勝

12
回
目
の
全
国
大
会
へ

第68回関東大学バスケットボール選手権大会の戦績

上う
え

野の

颯そ
う

太た

選
手
（
経
営
学

部
３
年
）
が
最
優
秀
選
手

賞
、
栗く
り

原は
ら

幸こ
う

佑す
け

選
手
（
教
育

学
部
４
年
）
が
敢
闘
賞
に
そ

れ
ぞ
れ
輝
い
た
。

　

同
部
は
８
月
18
日
に
長
野

県
で
開
幕
す
る
第
42
回
全
日

本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
大

会
に
出
場
。
20
日
の
２
回
戦

か
ら
登
場
し
、
日
本
大
学
経

済
学
部
（
東
関
東
代
表
）
と

信
州
大
学
松
本
キ
ャ
ン
パ

ス
（
長
野
県
代
表
）
の
勝
者

と
対
戦
す
る
。
金か
ね

田だ

健た
け

史し

監

督
は
「
大
学
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
『
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ  

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｒ

Ａ
〜
さ
ら
に
向
こ
う
へ
〜
』

の
よ
う
に
、
去
年
越
え
ら
れ

な
か
っ
た
準
決
勝
を
乗
り
越

え
、
２
度
目
の
全
日
本
制
覇

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
大
会
に
向
け
て
目
標

を
語
っ
た
。

　

軟
式
野
球
部
が
４
月
６
日

か
ら
５
月
４
日
の
期
間
に
開

催
さ
れ
た
北
関
東
大
学
軟
式

野
球
連
盟
春
季
リ
ー
グ
戦
で

優
勝
を
果
た
し
、
２
年
連
続

12
回
目
の
全
国
大
会
出
場
を

決
め
た
。

　

最
終
節
は
強
豪
の
作
新
学

院
大
と
の
対
戦
。
序
盤
先
制

す
る
も
３
回
に
逆
転
を
許

し
、
終
盤
ま
で
追
う
展
開

だ
っ
た
が
８
回
に
連
続
ヒ
ッ

ト
で
逆
転
し
、
４
‐
３
で
勝

利
し
た
。
ま
た
個
人
賞
で
は

中川綸（PG）

ディオップ・マムシェッハ・イブラヒマ（C）

前田怜緒（FW）

胴上げされる網野監督

軟式野球部



ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日

本
大
会
の
開
催
が
目
前
に
迫
り
、
ラ
グ
ビ
ー

へ
の
注
目
は
高
ま
る
ば
か
り
だ
。

熱
き
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
ラ
グ
ビ
ー
、

白
鷗
大
学
で
は
１
９
８
６
年
の
大
学
創
立
と

時
を
同
じ
く
し
て
部
と
し
て
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
、
大
学
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
。
現
在
は
、
関
東
大
学
ラ
グ
ビ
ー
の
リ
ー

グ
戦
２
部
に
所
属
、
幾
多
の
ラ
イ
バ
ル
校
と

熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

そ
の
ラ
グ
ビ
ー
部
に
今
年
１
月
、
新
た
な

指
揮
官
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
が
古ふ
る

庄し
ょ
う

史ふ
み

和か
ず

監
督
。
選
手
時
に
は
、
國
學
院
大
學
栃
木
高

校
ラ
グ
ビ
ー
部
で
活
躍
、
吉よ
し

岡お
か

肇は
じ
め

監
督
の

下
で
主
将
を
務
め
、
高
校
生
ラ
ガ
ー
の
憧
れ

の
舞
台
で
あ
る
花
園
出
場
も
果
た
し
た
。
進

学
し
た
早
稲
田
大
学
で
は
、
清き
よ

宮み
や

克か
つ

幸ゆ
き

監
督

（
当
時
）
の
下
、
４
年
の
時
に
大
学
日
本
一

も
経
験
し
て
い
る
。

古
庄
監
督
が
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
た
の
は
中

学
３
年
。「
大
人
数
で
プ
レ
ー
し
、
一
人
ひ

と
り
に
色
々
な
役
割
が
あ
り
、
簡
単
で
は
な

い
と
こ
ろ
が
楽
し
そ
う
だ
っ
た
」
と
、
瞬
く

間
に
ラ
グ
ビ
ー
に
没
頭
。
本
格
的
な
プ
レ
ー

を
求
め
、
ラ
グ
ビ
ー
強
豪
校
の
國
學
院
大
學

栃
木
高
校
に
進
み
、
吉
岡
監
督
の
指
導
を
受

け
た
。
高
校
で
日
々
ラ
グ
ビ
ー
に
取
り
組
む

う
ち
、
吉
岡
監
督
へ
の
あ
こ
が
れ
を
抱
く
よ

う
に
な
り
、「
将
来
は
指
導
者
に
な
り
た
い
」

と
の
思
い
が
芽
生
え
た
。

清
宮
監
督
と
出
会
っ
た
の
は
早
稲
田
大
学
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公
式
戦
試
合
結
果

◆男子バスケットボール部
　◦第68回関東大学バスケットボール選手権大会　優勝
　　前田怜緒　最優秀選手賞
　　中川綸 / ディオップ・マムシェッハ・イブラヒマ
　　優秀選手賞
◆女子バスケットボール部
　◦第68回関東大学女子バスケットボールリーグ戦　準優勝
　　上田祐季　敢闘賞・３ポイント王
　◦第70回全日本大学バスケットボール選手権記念大会　３位
　　上田祐季　優秀選手賞・MIP賞・3P王
　　シラ・ソハナ・ファトー・ジャ　得点王・リバウンド王
　◦第53回関東大学女子バスケットボール選手権大会　準優勝
　　軸丸ひかる　敢闘賞
　　佐坂樹　ベスト８賞
　　今村優花　MIP賞
◆硬式野球部
　◦関甲新学生野球連盟2019年春季リーグ戦　準優勝
　　山田和哉　最多盗塁
◆軟式野球部
　◦北関東大学軟式野球連盟春季リーグ戦　優勝
　　上野颯太　最優秀選手賞
　　栗原幸佑　敢闘賞
◆少林寺拳法部
　◦少林寺拳法栃木県大会 団体演武　最優秀賞
◆剣道部
　◦第14回栃木県学生剣道大会
　　男子団体　優勝
　　女子団体　準優勝
　　男子 二段以上の部　高橋航　優勝　/　島田颯己　準優勝
　　女子 初段の部　本間彩香　準優勝

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
79
大
学
が

出
場
し
た
「
第
53
回
関
東
大
学
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
に
お
い
て
、

昨
年
の
３
位
を
上
回
る
、
準
優
勝
の
成
績
を

残
し
た
。
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上
が

り
、
４
大
学
に
よ
る
決
勝
リ
ー
グ
に
臨
ん
だ

同
部
は
、
２
戦
を
勝
利
し
優
勝
を
決
め
る
第

三
戦
で
同
じ
く
全
勝
で
並
ぶ
拓
殖
大
学
と
対

戦
。
前
半
は
攻
め
込
ま
れ
、
最
大
16
点
の

リ
ー
ド
を
許
す
も
の
の
、
第
３
ピ
リ
オ
ド

に
佐さ

坂さ
か

選
手
ら
の
活
躍
で
同
点
ま
で
巻
き

返
す
。
し
か
し

最
後
は
67
‐
82

と
あ
と
一
歩
及

ば
な
か
っ
た
。

個
人
賞
で
は
主

将
の
軸じ
く

丸ま
る

選
手

が
敢
闘
賞
、
佐

坂
選
手
が
ベ
ス

ト
８
賞
、
今

村
選
手
が
Ｍ
Ｉ

Ｐ
賞
を
獲
得
し

た
。

国
体
強
化
指
定

女
子
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
日

本
代
表
チ
ー
ム
に
選
出
さ

れ
、
７
月
４
日
（
木
）
～
14

日
（
日
）
イ
タ
リ
ア
・
ナ
ポ

リ
で
開
催
し
た
第
30
回
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
に

出
場
し
た
。

　

日
本
代
表
チ
ー
ム

は
、
予
選
ラ
ウ
ン
ド

を
３
戦
全
勝
で
グ

ル
ー
プ
Ａ
を
１
位
で

突
破
し
、
準
々
決
勝

も
ロ
シ
ア
を
89
‐
83

の
接
戦
の
末
勝
利
し

た
が
、
準
決
勝
の
ア

メ
リ
カ
戦
で
は
84
‐

89
と
逆
転
負
け
を
喫

し
、
続
く
３
位
決
定

軸丸 ひかる選手

男
女
の
両
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
と
ラ
グ
ビ
ー
部

が
、
２
０
２
２
年
に
42
年

ぶ
り
に
栃
木
県
で
開
催
の
第

77
回
国
民
体
育
大
会
「
い
ち

ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
で
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
と
し
て
、

２
０
１
９
年
度
の
有
望
チ
ー

ム
に
指
定
さ
れ
た
。
５
月
７

日
に
大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
授
与
式
で
は
、
栃

木
県
競
技
力
向
上
対
策
本
部

よ
り
各
部
の
監
督
に
指
定
証

が
渡
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近

況
を
報
告
し
た
。
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
こ
れ
ま

で
に
も
栃
木
県
代
表
と
し
て

国
体
で
２
度
の
優
勝
に
輝
い

て
い
る
。

女子バスケットボール部が
関東大学選手権で準優勝

２
名
が
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
日
本
代
表
に

佐坂 樹選手

女
子
バ
ス
ケ

戦
は
延
長
戦
ま
で
も
つ
れ
る

試
合
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
59
‐

76
で
敗
れ
、
メ
ダ
ル
に
は
届

か
な
か
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
の
前
回
大

会
（
台
北
で
開
催
）、
同
部

の
佐さ

藤と
う

智と
し

信の
ぶ

監
督
が
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
を
務
め
、
林は
や
し

咲さ

希き

選

手
（
現 

Ｊ
Ｘ
‐
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
）
ら
の

活
躍
で
、
50
年
ぶ
り
の
準
優

勝
を
果
た
し
た
だ
け
に
、
悔

し
い
結
果
と
な
っ
た
が
、
両

選
手
に
は
こ
の
貴
重
な
経
験

を
活
か
し
、
リ
ー
グ
戦
、
イ

ン
カ
レ
で
の
さ
ら
な
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
中
心
的
選
手
で
ガ
ー
ド

の
軸じ
く

丸ま
る

ひ
か
る
選
手
（
教
育

学
部
４
年
）
と
フ
ォ
ワ
ー
ド

の
佐さ

坂さ
か

樹み
き

選
手
（
教
育
学
部

４
年
）
が
、
２
０
１
９
年
度

ラ
グ
ビ
ー
部
に
い
た
３
学
年
時
。「
２
学
年

ま
で
チ
ー
ム
は
好
成
績
を
残
せ
ず
に
い
た

が
、
カ
リ
ス
マ
性
の
あ
る
清
宮
監
督
の
指
導

に
よ
り
、
低
迷
が
続
い
て
い
た
チ
ー
ム
が
み

る
み
る
強
く
な
る
経
験
を
し
、
大
学
日
本
一

に
な
る
こ
と
も
で
き
た
」
と
古
庄
監
督
。
勝

つ
喜
び
を
実
感
し
た
こ
と
は
価
値
あ
る
経
験

と
な
り
、
指
導
者
へ
の
道
を
強
く
意
識
し
て

い
た
自
身
へ
の
大
き
な
糧
と
も
な
っ
た
。

早
稲
田
大
学
で
の
４
年
間
の
選
手
生
活
後

は
同
大
学
で
２
年
、
母
校
の
國
學
院
大
學

栃
木
高
校
ラ
グ

ビ
ー
部
で
８
年

に
わ
た
り
コ
ー

チ
と
し
て
活
動
。

更
に
同
大
学
で
の

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

を
３
年
務
め
た

後
、
白
鷗
大
学

ラ
グ
ビ
ー
部
の

指
揮
を
執
る
こ

と
と
な
っ
た
。

古
庄
監
督
は

ラグビー部 古庄史和監督　本気で日本一目指す

「
本
気
で
勝

つ
こ
と
を
目

指
し
、勝
っ

て
終
わ
れ
る

経
験
を
さ

せ
て
あ
げ
た

い
。
過
程
で

の
努
力
が
結

果
に
変
わ
る

と
こ
ろ
ま
で

導
き
た
い
」

と
選
手
へ
の

思
い
を
言
葉

に
す
る
。

選
手
に
は
「
将
来
的
に
は
日
本
一
を
目
指

す
チ
ー
ム
に
し
た
い
」
と
の
自
身
の
目
標
も

伝
え
た
。
古
庄
監
督
の
ラ
グ
ビ
ー
に
対
す
る

本
気
度
は
、
選
手
た
ち
も
十
分
に
感
じ
取
っ

た
よ
う
で
、
自
分
た
ち
の
可
能
性
を
信
じ
て

日
に
日
に
士
気
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

古
庄
監
督
の
下
で
臨
む
秋
か
ら
の
リ
ー
グ

戦
。
ラ
グ
ビ
ー
部
の
戦
い
か
ら
目
が
離
せ
な

く
な
り
そ
う
だ
。
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も
っ
と
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

︱
︱
卒
業
生
に
は
、
男
子
で
は
Ｂ
リ
ー
グ
、
女
子
で
も
Ｗ
リ
ー

グ
で
活
躍
す
る
選
手
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
先
輩
た
ち
の
姿

を
見
て
ど
う
感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
網
野
】　
野の

崎ざ
き

零れ
い
也や

、
長な
が

島し
ま
蓮れ
ん
（
と
も
に
群
馬
ク
レ
イ
ン
サ
ン

ダ
ー
ス
）
の
両
選
手
は
、
年
代
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
ぐ

ら
い
の
実
力
が
あ
れ
ば
プ
ロ
で
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
つ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
何
れ
に
し
て
も
、
プ
ロ

と
い
う
の
は
憧
れ
の
存
在
に
は
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
気
で
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
選
手
に
は
、「
試
合
で
結
果
を

残
さ
な
い
と
見
て
く
れ
な
い
よ
」
と
伝
え
て
い
る
の
で
、
特
に

４
年
生
は
、
８
月
24
日
に
始
ま
る
リ
ー
グ
戦
は
「
勝
負
だ
な
」

と
思
っ
て
い
る
選
手
も
い
る
で
し
ょ
う
。

【
佐
藤
】　
今
、
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
や
っ
て
い
る
選
手
は
、
オ
フ

期
間
に
な
る
と
必
ず
（
白
鷗
大
学
の
練
習
に
）
来
て
く
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
選
手
と
接
す
る
こ
と
で
、
身
近
な
目
標
と
し

て
刺
激
を
受
け
て
い
る
選
手
は
い
ま
す
。

　

自
分
の
監
督
就
任
当
時
、
選
手
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

く
や
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
感
覚
で
プ
レ
ー
し
て
い
た
の
が
ほ
と

ん
ど
だ
っ
た
の
で
、
現
在
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
ね
（
笑
）。

︱
︱
白
鷗
大
学
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
強
化
等
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

【
網
野
】　
も
ち
ろ
ん
強
化
と
い
う
の
も
大
切
で
す
が
、
前
提
が

大
学
生
な
の
で
、
各
種
大
会
で
の
優
勝
、
日
本
一
と
い
う
こ
と

を
目
標
に
し
な
が
ら
、
そ
こ
へ
向
か
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
、
人

間
関
係
の
構
築
、
努
力
し
て
い
く
重
要
性
な
ど
を
学
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
第
一
で
す
。
自
分
は
指
揮
を
執
っ
て
２

年
目
で
す
が
、
プ
レ
ー
上
で
は
、
自
分
は
あ
ま
り
細
か
く
言
わ

な
い
方
で
、
導
入
部
分
の
指
導
と
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
メ
ー
ン

で
す
。

　

た
だ
、
あ
ま
り
（
選
手
に
対
し
て
）
言
わ
な
い
の
で
、「
も
っ

と
教
え
て
ほ
し
い
」「
細
か
く
指
導
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
、
不

満
を
持
っ
て
い
る
子
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。

　

現
在
、
約
50
人
の
選
手
が
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
試
合
で
は

15
人
が
ベ
ン
チ
に
入
り
、
実
際
に
試
合
に
関
わ
る
の
は
10
人
ほ

ど
。
当
然
、
チ
ー
ム
内
で
の
競
争
意
識
も
持
た
な
い
と
や
っ
て

い
け
な
い
の
で
、
時
に
は
発
破
を
掛
け
た
り
も
し
ま
す
。
ま

た
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の
波
も
あ
る
の
で
、
意
図
的
に
話
し
か
け

た
り
し
て
、
結
構
気
を
使
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

【
佐
藤
】　
監
督
就
任
当
時
は
、
高
校
の
先
生
方
の
顔
も
全
く

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
営
業
マ
ン
の
よ
う
に
学
校
に
顔
を
出
し

て
、
選
手
の
発
掘
に
努
め
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

一
定
の
レ
ベ
ル
を
保
ち
続
け
て
、
い
つ
で
も
日
本
一
を
目
指

し
て
勝
負
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
繰
り
返

し
に
な
り
ま
す
が
、
就
任
当
初
か
ら
掲
げ
て
き
た
「
常
に
日
本

一
を
争
う
よ
う
な
常
勝
チ
ー
ム
を
つ
く
る
」「
国
際
的
に
通
用
す

　

一
方
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
プ
ロ
選
手
と

な
っ
て
Ｂ
リ
ー
グ
で
活
躍
し
た

い
と
い
う
大
学
生
選
手
が
増
え

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

【
佐
藤
】　
八
村
選
手
の
活
躍
以

外
で
も
、
Ｂ
リ
ー
グ
が
で
き
て

約
３
年
が
過
ぎ
、
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。
女
子
は
、
ア
ジ
ア

カ
ッ
プ
で
の
優
勝
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
で
８
位
に
入
賞

す
る
な
ど
今
ま
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
知
ら
な
か
っ
た
方
々

の
目
に
も
触
れ
る
機
会
が
増
え
、
選
手
た
ち
も
や
り
が
い
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

女
子
の
場
合
、
代
表
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
い
と
い
っ
た
夢
が

持
て
る
よ
う
な
環
境
に
は
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
白
鷗
大
学
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
し
て
も
、
私
が
監
督
に
就
い
た
24
年

前
と
は
か
な
り
状
況
は
違
っ
て
き
て
い
ま
す
。

︱
︱
女
子
の
場
合
、
大
学
日
本
一
も
果
た
し
、
入
部
し
て
く
る

選
手
の
意
識
に
も
、
創
部
当
時
と
比
較
し
て
変
化
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

【
佐
藤
】　
関
東
大
学
リ
ー
グ
１
部
を
主
戦
場
と
し
、
こ
こ
10
年

ぐ
ら
い
は
、
日
本
一
に
な
る
た
め
に
入
部
し
て
く
る
と
い
う
子

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

監
督
就
任
当
時
、「
常
に
日
本
一
を
争
う
よ
う
な
常
勝
チ
ー
ム

を
つ
く
る
」「
国
際
的
に
通
用
す
る
選
手
を
育
て
た
い
」「
将
来
も

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
携
わ
り
、
指
導
で
き
る
立
場
に
な
る
よ

う
に
育
て
た
い
」「
地
域
へ
の
貢
献
」
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
て

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
少
し
ず
つ
形
に
な
り
つ
つ
あ
る

か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

︱
︱
特
に
男
子
は
、
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
感
じ
る
課
題
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

【
網
野
】　
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
を
ど
う
強
化
す
る
か
と

い
う
こ
と
が
、
日
本
全
体
の
中
で
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
組
織
的
な
問
題
か
ら
一
貫
性
を
持
っ
た
選
手
強

化
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、
現
場
に
立
つ
者
か
ら
す
る
と
頭
を

悩
ま
せ
る
問
題
で
す
。

　

今
、
ア
ン
ダ
ー
22
の
強
化
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
Ａ
代

表
の
コ
ー
チ
が
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
コ
ー
チ
と
し
て
入
り
、
Ａ
代

表
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
直
に
落
と
し
込
ん
で
く
れ
て
い
ま

す
。
年
代
ご
と
の
全
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
通
じ
た
一
気
通
貫
の
本
格

的
な
指
導
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
り
、
課
題
が
解
消
さ

れ
る
方
向
に
む
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
現
場
も
や
り
や
す
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
貫
性
を
持
っ
た
強
化
策
が
整
え
ば
、
選
手
た
ち
も
、
日
本

の
フ
ル
代
表
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
意
識
、
重
み
と
い
う
も
の
を

　

八は
ち

村む
ら

塁る
い
選
手
が
日
本
人
と
し
て
初
め
て
、
米
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
（
Ｎ
Ｂ
Ａ
）
で
ド
ラ
フ
ト
１
巡
目
指
名
を
受
け

る
な
ど
、
日
本
で
の
関
心
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
高
ま
っ
て
い
る

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
白
鷗
大
学
で
は
、
男
女
の
チ
ー
ム
が
活

動
し
、
女
子
は
２
０
１
６
年
、
初
め
て
全
日
本
大
学
選
手
権

（
イ
ン
カ
レ
）
の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
す
る
活
躍
を
見
せ
て
い

る
。
チ
ー
ム
を
率
い
る
男
女
各
チ
ー
ム
の
指
揮
官
に
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
現
状
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
人

材
育
成
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

︱
︱
八
村
選
手
が
Ｎ
Ｂ
Ａ
で
ド
ラ
フ
ト
１
巡
目
指
名
を
受
け
、

国
内
で
は
Ｂ
リ
ー
グ
の
人
気
が
年
々
高
ま
り
、
今
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

【
網
野
】　
劇
的
に
注
目
度
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
八
村
選
手
が
ド
ラ
フ
ト
で
指
名
さ
れ
た
際
、
毎

日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
ま
る
で
は
夢

の
よ
う
な
感
じ
で
、
自
分
の
選
手
時
代
と
は
雲
泥
の
差
で
す
（
笑
）。

　

何
よ
り
も
、
フ
ァ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
見
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
は
選
手
の
成
長
に
つ
な
が
り
、
活
躍
の
如
何
に
よ
っ
て

周
り
の
反
応
も
変
わ
る
の
で
、
選
手
自
身
が
危
機
感
を
持
っ
て

プ
レ
ー
を
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

監
督
対
談

る
選
手
を
育
て
た
い
」「
将
来
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
携
わ

り
、
指
導
で
き
る
立
場
に
な
る
よ
う
に
育
て
た
い
」「
地
域
へ
の

貢
献
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
指
導
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︱
︱
今
後
、
白
鷗
大
学
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
ど
の
よ
う

な
方
向
に
持
っ
て
い
き
た
い
で
し
ょ
う
か
。

【
網
野
】　
全
国
の
中
で
も
強
豪
校
に
い
る
こ
と
を
維
持
し
な
が

ら
、
地
方
大
学
と
し
て
の
存
在
感
を
示
し
、
全
国
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。「
白
鷗
大
学
で
バ
ス
ケ
ッ

ト
に
取
り
組
ん
だ
ら
す
ご
く
成
長
で
き
る
な
」
と
感
じ
て
も
ら

え
る
チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
終
的
に
は
、
学
生
た
ち
が
卒
業
し
て
い
く
と
き
に
、「
白
鷗

大
学
に
来
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
と
思
っ
て
も
ら
え
、
卒
業
後
で

あ
っ
て
も
顔
を
出
し
て
く
れ
、
母
校
を
愛
し
て
も
ら
え
る
チ
ー

ム
に
な
れ
ば
い
い
な
と
考
え
な
が
ら
、
指
揮
を
執
っ
て
い
ま
す
。

【
佐
藤
】　
自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
で
き
る
人
間
を
作
り

た
い
で
す
。
つ
ま
り
、
自
立
と
自
律
を
実
践
で
き
る
学
生
を
育

て
て
い
き
た
い
と
常
に
考
え
て
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

あ
っ
て
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ヒ
ン
ト
は
与
え
る
け
ど
、
上
手
く
な
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
考
え
、
行
動
に
移
す
の
は
自
分
で
あ
る
と
い
う
自

覚
を
持
て
る
人
、
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

勝
つ
こ
と
に
よ
っ
て
意
識
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
監
督
就

任
時
か
ら
比
較
す
る
と
、
そ
う
い
う
面
で
は
、
チ
ー
ム
の
文
化

と
し
て
育
ま
れ
て
き
て
い
る
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
る
間
は
、
社
会
に
出

る
ま
で
の
猶
予
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
人
間
力
を
高

め
、
社
会
人
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

︱
︱
２
０
２
２
年
の
栃
木
県
で
の
国
体
を
控
え
、
栃
木
県
を
け

ん
引
す
る
役
目
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

【
網
野
】　
こ
こ
数
年
、
国
体
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
も
入
れ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
リ
ー
グ
戦
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
国

体
の
時
期
は
日
程
調
整
等
で
難
し
い
面
も
あ
る
の
で
す
が
、
栃

木
県
出
身
の
選
手
な
ど
を
送
り
出
す
こ
と
で
、
県
内
の
強
化
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
佐
藤
】　
私
た
ち
の
チ
ー
ム
が
、

メ
デ
ィ
ア
に
出
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
の
方
々
が
身
近
に
感

じ
、
目
標
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
、
私
自
身
や
選
手
た
ち
と
ふ

れ
あ
い
、
指
導
す
る
機
会
な
ど
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

女子・佐藤智信監督 × 男子・網野友雄監督

さとう・としのぶ
1967年１月４日、福岡県生まれ。
福岡教育大学卒。米国ケンタッキー大学で
コーチング研修後、日本リーグ積水化学工
業の女子チームのアシスタントコーチに
就任。1996年、本学女子チームの監督に。
2015年からは経営学部の特任講師も務め
る。

あみの・ともお
1980年９月25日、東京都生まれ。
筑波大学大学院卒。トヨタ自動車、アイシ
ンシーホース、リンク栃木ブレックスでプ
レーするとともに、日本代表としても活
躍。2017年、本学男子チームの監督に
就任。教育学部講師も務める。
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Ｉ
Ｂ
イ
ン
カ
レ

　

   　

今
年
11
月
に
本
学
で
開
催

「
第
９
回
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ

大
会
（
Ｉ
Ｂ
イ
ン
カ
レ
）」

が
、
２
０
１
９
年
11
月
30
日

に
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
る
。
同
大
会
は
、
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
を
リ
ー
ド
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
全

国
の
大
学
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

を
研
究
し
て
い
る
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
が
研
究
成
果
を
学
術
論
文

で
提
出
の
う
え
、
そ
の
内
容

を
プ
レ
ゼ
ン
で
競
い
合
う
、

学
生
を
主
体
と
す
る
チ
ー
ム

対
抗
の
研
究
報
告
の
全
国
大

会
だ
。
出
場
チ
ー
ム
の
研
究

テ
ー
マ
は
、
原
則
と
し
て

「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
関
連

す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
論

文
執
筆
要
項
や
論
文
審
査
項

目
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
審
査
項
目
な
ど
細
か
に
定

め
ら
れ
て
お
り
、
ル
ー
ル
に

則
り
発
表
を
行
う
。

大
会
は
ま
ず
、
予
選
を
行

い
、
予
選
突
破
で
き
た
チ
ー

ム
の
み
本
選
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

昨
年
の
第
８
回
大
会
は
、

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
裁

判
員
制
度
と
検
察
審
査
会
強

制
起
訴
制
度
の
10
年
―
国
際

的
視
点
を
交
え
て
」
（
白
鷗

大
学
法
学
部
・
白
鷗
大
学
法

政
策
研
究
所 

共
催
）
が
５

月
18
日
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
白

鷗
国
際
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
、
今
年
で
裁
判

員
制
度
と
検
察
審
査
会
強
制

起
訴
制
度
開
始
か
ら
10
年
の

節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

開
催
さ
れ
た
も
の
。
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
公
益
財
団
法

人
社
会
科
学
国
際
交
流
江
草

基
金
か
ら
国
際
研
究
集
会
助

成
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
。

本
学
法
学
部
の
平ひ

ら
や
ま山
真ま

り理

教
授
や
、
國
學
院
大
學
の

四し
の
み
や宮
啓さ
と
る

教
授
ほ
か
国
内
外

か
ら
専
門
家
を
招
請
し
、
講

演
や
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、

ベ
ル
ギ
ー
の
司
法
制
度
を
比

較
し
な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
会
場

に
は
、
学
生
や
一
般
の
方
も

含
め
１
３
２
名
ほ
ど
が
参
加

し
、
制
度
の
現
状
や
課
題
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

ま
た
、
当
日
は
、
平
山
ゼ

ミ
の
学
生
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

運
営
を
手
伝
っ
た
。
日
ご
ろ

の
授
業
や
学
生
生
活
で
は
得

12
月
９
日
に
立
教
大
学
に
お

い
て
行
わ
れ
た
。
東
北
大

学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
東
京

理
科
大
学
、
明
治
大
学
な
ど

12
大
学
16
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
27

チ
ー
ム
が
参
加
。
本
学
か
ら

は
内う

ち
ぼ
り堀
敬ひ
ろ
の
り則
ゼ
ミ
が
「
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
成
功
・
促
進

の
条
件
と
は
何
か
‐
ユ
ニ

コ
ー
ン
企
業
の
動
向
か
ら
見

た
将
来
展
望
‐
」、「
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
の
多
様
化
か
ら
見

る
女
性
の
消
費
‐
実
証
研
究

か
ら
浮
上
す
る
将
来
シ
ナ
リ

オ
と
課
題
‐
」、
鈴す

ず

木き

仁に

里さ
と

ゼ
ミ
が
「
ア
ジ
ア
市
場
開
拓

に
向
け
た
日
本
農
産
物
の
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ
払
拭
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
関
す

る
探
索
的
研
究
‐
グ
ロ
ー

バ
ル
消
費
者
特
性
の
理
解

‐
」、「
お
も
て
な
し
概
念

研
究
に
お
け
る
デ
モ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
特
性
細
分
化
ア
プ

ロ
ー
チ
の
可
能
性
‐
真
の
お

も
て
な
し
を
目
指
し
て
‐
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
４
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
。
な
か
で
も
鈴

木
ゼ
ミ
の
「
お
も
て
な
し
概

念
研
究
に
お
け
る
デ
モ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
特
性
細
分
化
ア
プ

ロ
ー
チ
の
可
能
性
‐
真
の
お

も
て
な
し
を
目
指
し
て
‐
」

は
、
プ
レ
ゼ
ン
賞
を
受
賞

し
、
大
き
な
成
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
た
。
今
年
も
本
学

学
生
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。内う
ち
ぼ
り堀
敬ひ
ろ
の
り則
経
営
学
部
教
授

は
、「
自
ら
設
定
し
た
研
究

テ
ー
マ
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
で
検
証
の
う
え
、

結
論
を
導
き
出
し
、
発
表
す

る
と
い
う
社
会
科
学
の
ス
キ

ル
の
実
践
経
験
は
社
会
に
出

て
か
ら
こ
そ
生
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
研
究
仲
間
は
ゼ

ミ
内
だ
け
で
な
く
、
大
会
を

通
し
て
全
国
の
大
学
に
ま
で

広
が
る
こ
と
に
な
り
、
一
連

の
経
験
は
学
生
た
ち
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
本
学
は
第
一
回
大

会
か
ら
出
場
し
て
お
り
、

年
々
規
模
が
拡
大
す
る
な
か

大
き
な
成
果
を
収
め
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
本
学
が
主
催

校
な
の
で
、
全
国
か
ら
集
う

学
生
た
ち
に
プ
ル
ス
・
ウ
ル

ト
ラ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
挑
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

立教大学 第一食堂での参加大学全員の集合写真（昨年大会）

シンポジウムの司会をする平山教授

昨年参加した鈴木ゼミ

昨年参加した内堀ゼミ

シンポジウム終了後の登壇者

裁
判
員
制
度
施
行
か
ら
10
年

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

開 催 日 内　容
平成25年５月14日 講演会

演　題：若者はどんな時代を生きているのか
平成25年11月15日 主　催：日本台湾法律家協会／共催：白鷗大学法政策研究所

　　　　日本台湾法律家協会 2013 年度（第 18 回）学術研究総会
テーマ：個人情報保護の問題、取調べの可視化

平成25年12月２日 シンポジウム
演　題：「北関東の法律問題」―夫婦・親子をめぐる法的問題―

平成26年５月28日 講演会
演　題：「台湾の政治発展と司法制度について」

平成26年12月１日 シンポジウム
演　題：「北関東の法律問題」―相続・遺言について―

平成27年６月26日 シンポジウム
演　題：「北関東の法律問題」―近隣関係における法律問題―

平成27年10月22日 講演会（後援 小山商工会議所）
演　題：「事業承継と会社法改正」

平成28年10月21日 講演会
演　題：「刑法から見た我が国の鉄道」

平成29年11月29日 講演会
演　題：�「政治のこれから～足尾鉱毒事件とリベラル・デモクラ

シー～」
平成29年６月21日 公務員採用・資格支援部会との共催

行政書士を希望する学生のための講演会
平成30年５月17日 白鷗大学法学部との共催

特別講演会
演　題：WHY IS THE US SO PUNITIVE?
邦　題：なぜアメリカはここまで厳罰的なのか？

平成30年12月１日 シンポジウム
演　題：�福祉施設内の権利擁護と虐待防止に向けて―行政と法

はどう対応すべきか―
平成30年12月22日 講演会

演　題：�グローバル立憲主義と比較憲法学の展望―「市民社会」
志向の憲法学は可能か？―

令和元年５月18日 白鷗大学法学部との共催
演　題：�国際シンポジウム「裁判員制度と検察審査会強制起訴

制度の 10 年―国際的視点を交えて」

白鷗大学法政策研究所が開催した講演会・シンポジウム（過去５年）

る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な

経
験
と
な
っ
た
。

そ
の
後
７
月
３
日
に
は
、

在
学
生
向
け
に
裁
判
員
制
度

の
出
張
説
明
会
が
行
わ
れ

た
。
現
職
裁
判
官
か
ら
裁
判

員
制
度
の
仕
組
み
や
、
現

状
、
今
後
等
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
、
多
く
の
学
生
が
参
加

し
た
。



【 事業活動収支計算書 】2018年４月１日から2019年３月31日まで
　事業活動収支計算書は、経営の状況について表したものであり、企業会計における「損
益計算書」に近似したものです。2018年度の基本金組入前当年度収支差額は、２億9,775
万円の収入不足となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
学生生徒等納付金 6,295,908,400 6,265,697,940 30,210,460
手　数　料 173,030,000 202,274,692 △ 29,244,692
寄　付　金 21,500,000 25,587,751 △ 4,087,751
経常費等補助金 1,008,926,000 1,173,257,655 △ 164,331,655
　国庫補助金 370,000,000 478,308,000 △ 108,308,000
　地方公共団体補助金 638,926,000 694,949,655 △ 56,023,655
付随事業収入 21,900,000 22,716,362 △ 816,362
雑　収　入 276,200,000 277,896,232 △ 1,696,232
教育活動収入計 7,797,464,400 7,967,430,632 △ 169,966,232

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
人件費 3,859,070,000 3,821,582,005 37,487,995
教育研究経費 3,755,358,000 3,593,943,947 161,414,053
管理経費 878,928,687 848,418,651 30,510,036
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計 8,493,356,687 8,263,944,603 229,412,084

教育活動収支差額 △ 695,892,287 △ 296,513,971 △ 399,378,316

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
受取利息・配当金 164,300,300 191,916,409 △ 27,616,109
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 164,300,300 191,916,409 △ 27,616,109

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
借入金利息 32,468,533 32,468,533 0
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 32,468,533 32,468,533 0

教育活動外収支差額 131,831,767 159,447,876 △ 27,616,109
経常収支差額 △ 564,060,520 △ 137,066,095 △ 426,994,425

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
資産売却差額 39,300,000 39,701,443 △ 401,443
その他の特別収入 3,200,000 6,497,405 △ 3,297,405
特別収入計 42,500,000 46,198,848 △ 3,698,848

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
資産処分差額 118,943,913 206,891,617 △ 87,947,704
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計 118,943,913 206,891,617 △ 87,947,704

特別収支差額 △ 76,443,913 △ 160,692,769 84,248,856

〔予　備　費〕 （　50,000,000）
0 ‒ 0

基本金組入前当年度収支差額 △ 640,504,433 △ 297,758,864 △ 342,745,569
基本金組入額合計 △ 1,161,000,000 △ 898,406,631 △ 262,593,369
当年度収支差額 △ 1,801,504,433 △ 1,196,165,495 △ 605,338,938
前年度繰越収支差額 △ 6,358,867,815 △ 6,358,867,815 0
基本金取崩額 0 0
翌年度繰越収支差額 △ 8,160,372,248 △ 7,555,033,310 △ 605,338,938
（参考）
事業活動収入計 8,004,264,700 8,205,545,889 △ 201,281,189
事業活動支出計 8,644,769,133 8,503,304,753 141,464,380

【 資金収支計算書 】2018年４月１日から2019年３月31日まで
　資金収支計算書は、一年間の収入・支出ごとの資金の流れの総額を表したものであり、
企業会計における「キャッシュフロー計算書」に近似したものです。資金収支の総額は
131億6,283万円であり、2019年度への繰越支払資金は28億7,241万円となっております。
収　入　の　部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
学生生徒等納付金収入 6,295,908,400 6,265,697,940 30,210,460
手数料収入 173,030,000 202,274,692 △ 29,244,692
寄付金収入 21,800,000 28,086,182 △ 6,286,182
補助金収入 1,008,926,000 1,173,257,655 △ 164,331,655
　国庫補助金収入 370,000,000 478,308,000 △ 108,308,000
　地方公共団体補助金収入 638,926,000 694,949,655 △ 56,023,655
資産売却収入 291,247,300 365,554,346 △ 74,307,046
付随事業・収益事業収入 21,900,000 22,737,481 △ 837,481
受取利息・配当金収入 161,800,300 189,478,279 △ 27,677,979
雑収入 276,200,000 279,023,497 △ 2,823,497
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 1,171,000,000 1,222,129,269 △ 51,129,269
その他の収入 2,267,692,710 1,573,627,273 694,065,437
資金収入調整勘定（注） △ 1,503,279,269 △ 1,498,099,589 △ 5,179,680
前年度繰越支払資金 3,339,069,640 3,339,069,640 0

収入の部合計 13,525,295,081 13,162,836,665 362,458,416

支　出　の　部
科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異

人件費支出 3,780,970,000 3,746,090,451 34,879,549
教育研究経費支出 2,610,458,000 2,465,533,717 144,924,283
管理経費支出 702,828,687 670,182,441 32,646,246
借入金等利息支出 32,468,533 32,468,533 0
借入金等返済支出 500,000,000 500,000,000 0
施設関係支出 726,270,000 682,821,800 43,448,200
設備関係支出 562,000,000 430,258,724 131,741,276
資産運用支出 1,831,993,600 1,227,148,169 604,845,431
その他の支出 827,765,272 837,319,014 △ 9,553,742

〔予　備　費〕 （　43,538,687） 43,538,687
6,461,313 ‒ 6,461,313

資金支出調整勘定（注） △ 302,149,263 △ 301,400,016 △ 749,247
翌年度繰越支払資金 2,246,228,939 2,872,413,832 △ 626,184,893

支出の部合計 13,525,295,081 13,162,836,665 362,458,416

（注）資金収入調整勘定及び資金支出調整勘定について
　学校法人会計における資金収支計算の目的は、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収入及び支出の内
容当該会計年度における支払資金の収入及び支出とそのてん末を明らかにすることとされています。そのため
収入・支出ともに調整勘定が設けられています。なお、資金収入調整勘定には期末未収入金及び前期末前受
金、資金支出調整勘定には期末未払金及び前期末前払金を計上しています。

【 貸借対照表 】2019年３月31日
　貸借対照表は、学校法人の期末における資産と負債・基本金・繰越収支差額の状況を表
示して、財政状態を表しています。資産総額から負債総額を差し引いた「正味財産」は
２億9,776万円減少し、345億2,313万円となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 本年度末 前年度末 増　減
資産の部

固定資産 35,223,894,237 35,539,914,665 △ 316,020,428
有形固定資産 30,254,515,708 30,547,900,952 △ 293,385,244
土 地 5,904,030,229 5,904,030,229 0
建 物 20,311,222,669 20,510,469,592 △ 199,246,923
構 築 物 1,230,713,598 1,358,710,041 △ 127,996,443
教 育 研 究 用 機 器 備 品 1,274,358,476 1,168,479,942 105,878,534
管 理 用 機 器 備 品 298,504,016 256,816,969 41,687,047
図 書 1,184,654,916 1,159,888,172 24,766,744
車 両 51,031,804 80,537,109 △ 29,505,305
建 設 仮 勘 定 0 108,968,898 △ 108,968,898

特定資産 4,336,283,840 4,347,805,843 △ 11,522,003
第２号基本金引当特定資産 0 0 0
退 職 給 与 引 当 特 定 資 産 880,749,081 800,749,081 80,000,000
減 価 償 却 引 当 特 定 資 産 3,455,534,759 3,547,056,762 △ 91,522,003

その他の固定資産 633,094,689 644,207,870 △ 11,113,181
借 地 権 291,394,657 291,394,657 0
投 資 有 価 証 券 4,944,153 2,247,300 2,696,853
そ の 他 336,755,879 350,565,913 △ 13,810,034

流動資産 5,370,769,890 6,211,401,317 △ 840,631,427
現 金 預 金 2,872,413,832 3,339,069,640 △ 466,655,808
有 価 証 券 2,170,382,198 2,254,620,948 △ 84,238,750
そ の 他 327,973,860 617,710,729 △ 289,736,869

資産の部合計 40,594,664,127 41,751,315,982 △ 1,156,651,855

負債の部
固定負債 3,686,169,151 4,410,677,597 △ 724,508,446

長 期 借 入 金 2,800,000,000 3,600,000,000 △ 800,000,000
退 職 給 与 引 当 金 886,169,151 810,677,597 75,491,554

流動負債 2,385,359,996 2,519,744,541 △ 134,384,545
短 期 借 入 金 800,000,000 500,000,000 300,000,000
前 受 金 1,222,129,269 1,261,579,269 △ 39,450,000
そ の 他 363,230,727 758,165,272 △ 394,934,545

負債の部合計 6,071,529,147 6,930,422,138 △ 858,892,991
純資産の部

基本金 42,078,168,290 41,179,761,659 898,406,631
第１号基本金 41,588,168,290 40,689,761,659 898,406,631
第２号基本金 0 0 0
第４号基本金 490,000,000 490,000,000 0

繰越収支差額 △ 7,555,033,310 △ 6,358,867,815 △ 1,196,165,495
翌年度繰越収支差額 △ 7,555,033,310 △ 6,358,867,815 △ 1,196,165,495

純資産の部合計 34,523,134,980 34,820,893,844 △ 297,758,864
負債及び純資産の部合計 40,594,664,127 41,751,315,982 △ 1,156,651,855

　

２
０
１
８
年
度
決
算
に
つ
い
て
掲

載
し
ま
す
。
こ
の
決
算
書
は
法
人
全

体
の
も
の
で
す
。

　

法
人
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

の
一
環
で
あ
る
校
舎
再
整
備
に
よ

り
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
新
棟
が
昨
年
竣

工
し
、
経
営
学
部
の
学
生
及
び
事
務

組
織
の
大
半
が
大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
シ
フ
ト
し
ま

し
た
。
ま
た
、
大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
は
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
て

い
た
５
号
～
10
号
館
を
解
体
し
ま
し

た
。
そ
の
跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
緑

地
化
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
１
号
～
４
号
館
及
び
本
館
に
つ

い
て
は
、
学
生
が
学
び
や
す
い
動
線

に
な
る
よ
う
に
改
修
を
行
い
、
正
門

入
口
す
ぐ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
い
て

も
整
地
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
に
お
け
る
課
題
と
し
て
は
、

足
利
高
等
学
校
富
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

校
舎
や
、
足
利
中
学
校
の
建
物
の
環

境
整
備
等
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

昨
今
の
少
子
化
問
題
を
踏
ま
え
た
上

で
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
問
題
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
卒
業
生
の
就
職

率
は
前
年
対
比
で
増
加
し
て
お
り
、

公
務
員
を
は
じ
め
様
々
な
業
界
へ
の

就
職
を
し
て
お
り
ま
す
。
全
国
平
均

と
比
較
し
て
も
上
回
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
大
学
進
学
を
さ
れ
る
方
に
は

目
安
に
な
る
指
標
と
な
り
う
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

大
学
は
小
山
市
・
栃
木
市
・
茨
城

県
結
城
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
て
お
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
講
座

の
講
師
の
派
遣
、
地
域
振
興
及
び
街

づ
く
り
、
地
域
人
材
育
成
、
教
育
の

振
興
な
ど
で
自
治
体
と
協
力
し
、
継

続
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

　

事
業
活
動
収
支
に
お
い
て
、
収
入

面
で
は
学
生
生
徒
等
納
付
金
が
前
年

度
比
75
百
万
円
増
加
し
62
億
66
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
経
常
費
補
助

金
は
前
年
比
27
百
万
円
減
少
し

11
億
73
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
費
用
面
で
は
、
教
育
研
究
経
費

が
減
価
償
却
費
の
増
加
や
建
物
の
管

理
費
の
増
加
等
に
よ
り
４
億
70
百
万

円
増
加
し
35
億
94
百
万
円
と
な

り
、
管
理
経
費
も
１
億
64
百
万
円

増
加
し
８
億
48
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
本
業
で
あ
る
教
育
活
動
の

収
支
状
況
を
表
す
教
育
活
動
収
支

差
額
は
５
億
12
百
万
円
増
加
し
、

▲
２
億
97
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
産
の
売
却
差
額
は

２
億
23
百
万
円
の
減
少
、
設
備
補

助
金
は
１
億
34
百
万
円
の
減
少

も
あ
り
、
さ
ら
に
特
別
収
入
が

３
億
73
百
万
円
減
少
し
た
こ
と
等
か

ら
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支

差
額
は
、
11
億
13
百
万
円
減
少
し
、

▲
２
億
98
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
金
収
支
と
し
て
は
、
収
入
の
部

が
補
助
金
の
減
少
や
有
価
証
券
の

売
却
の
減
少
、
追
加
借
入
を
行
っ

て
い
な
い
等
に
よ
り
49
億
85
百
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
支
出

の
部
は
設
備
投
資
の
減
少
や
特
定

資
産
へ
の
繰
入
の
減
少
等
に
よ
り

49
億
85
百
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
翌
年
度
繰
越
支
払

資
金
は
、
４
億
67
百
万
円
減
少
し
、

28
億
72
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

貸
借
対
照
表
と
し
て
は
、
減
価
償

却
等
や
建
物
（
大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

５
号
館
～
10
号
館
）
及
び
そ
れ
に
付

随
す
る
構
築
物
の
除
却
等
に
よ
り
固

定
資
産
が
３
億
16
百
万
円
減
少
し
ま

し
た
。
流
動
資
産
は
、
借
入
金
の

返
済
額
が
３
億
円
増
加
等
に
よ
り

８
億
41
百
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
一

方
、
負
債
の
部
も
８
億
59
百
万
円
減

少
し
ま
し
た
。

　
決 

算 
概 
要

　
事 

業 

概 

要
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学校法人白鷗大学 2018年度決算報告

主として大学への
補助金です。

主として入学検定
料です。

主として有価証券
の売却益です。

有価証券の売却収
入です。

主として大学校舎
の改修資金の支払
です。

必要な運転資金維
持に係わる基本金
です。

固定資産の維持取
得に係わる基本金
です。

主として特定資産
の償還収入です。

主として平成31
年度入学者の入学
金、授業料等の学
生納付金です。

土地と図書以外の
有形固定資産につ
いては、減価償却
累計額を控除して
表示しています。

在職スタッフの退
職金に備えるもの
です。

主として、ソフト
ウェアの減価償却
による減少です。

昨年度の国庫補助
金は未収入金とし
て計上したが、年
度内に入金になっ
ているため未収入
金が減少していま
す。

主として大学の機
器備品の支払で
す。

特定資産の償還に
対する代替購入に
よるものです。

減価償却費を含ん
でいるため資金収
支計算書と異なり
ます。

施設設備への寄付
金250万円、現物寄
付金287万円、損害
保険金112万円で
す。

主として高校、中
学、幼稚園への補
助金です。

減価償却及び大行
寺キャンパス5号
～10号館の除却に
よる減少です。

建物へ振替えをし
たための減少で
す。

借入返済に伴い、
短期借入金へ振替
えたための減少で
す。

長期借入と短期借
入合算すると５億
円の元金返済をし
ています。



景
も
あ
る
。

　

北
関
東
で
も
多
く
の
自
治
体
で
は
人
口
の

減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
気
づ

き
つ
つ
も
、
現
実
的
に
は
多
く
の
方
々
が
現

状
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ず
昨
日
の
延
長
線

上
に
今
日
も
生
活
し
て
い
る
。
こ
の
現
場
に

大
学
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
も
の
か
。
白
鷗
大
学
の
学
生
は
非
常

に
よ
く
勉
強
し
考
え
行
動
し
社
会
の
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
私
が
番
組
内

で
話
す
内
容
の
多
く
は
学
生
諸
君
か
ら
喚
起

さ
れ
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
北
関
東

の
未
来
と
は
白
鷗
大
学
で
学
ん
で
い
る
学
生

の
未
来
に
他
な
ら
な
い
。
だ
と
す
る
な
ら

ば
、
学
生
の
危
機
感
や
希
望
、
更
に
は
社
会

へ
の
変
革
精
神
が
何
ら
か
の
形
で
地
域
の
皆

さ
ん
や
企
業
の
関
係
者
に
直
接
的
に
間
接
的

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

経
営
学
部
向
け
に
は
「
創
造
都
市
論
」

「
新
産
業
創
造
論
」
と
い
う
専
門
科
目
を
、

そ
し
て
教
育
学
部
、
法
学
部
の
学
生
も
聴
講

で
き
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
論
」
と
い
う
科
目
を
担
当

し
て
い
る
。
更
に
一
般
教
養
科
目
と
し
て

フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
社
会
の
課
題
解
決
を
考

え
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
論
」
な
ど
を

持
っ
て
い
る
。
社
会
の
現
場
に
課
題
を
発
見

し
、
解
決
に
向
け
動
く
ス
キ
ル
を
教
わ
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
都
市
戦
略
を
考
え
る
に
望

ま
し
い
こ
と
だ
。
そ
の
意
味
で
北
関
東
に
は

多
く
の
現
場
が
待
っ
て
い
る
。

　

ラ
ジ
オ
番
組
は
そ
の
き
っ
か
け
で
し
か
な

い
。
深
刻
な
顔
を
し
て
講
じ
て
い
く
と
ど
う

に
も
出
口
が
見
え
な
く
な
る
が
、
学
生
の
知

恵
と
活
力
と
笑
顔
で
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
。
白
鷗
大
学

は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
さ
あ
そ
の
成
果
を
地

域
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
い
て
大
学
と
つ

な
が
っ
て
も
ら
う
の
が
次
の
段
階
だ
。
晴

れ
て
白
鷗
大
学

の
門
を
叩
き
、

小
山
駅
前
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で

お
会
い
で
き
る

の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。

ラジオに出演中の小笠原教授（中央）
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今
年
の
６
月
か
ら
地
元
栃
木
県
の
県
域
ラ

ジ
オ
局
Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｏ
Ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
／
Ｆ
Ｍ
栃

木
で
「
小
笠
原
先
生
に
と
ち
ぎ
の
未
来
を
聞

い
て
み
よ
う
」
と
い
う
週
10
分
の
ミ
ニ
番
組

を
担
当
し
て
い
る
。
都
市
戦
略
研
究
を
専
門

と
す
る
こ
と
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
地
方

創
生
、
地
域
活
性
化
な
ど
で
ひ
と
つ
キ
ー

ワ
ー
ド
を
設
定
し
て
専
門
的
な
こ
と
を
も
扱

い
つ
つ
、
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
お
聞
き
の

皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
場
を
提
供
し

て
い
る
。
大
学
の
中
で
考
え
て
い
る
事
は
案

外
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
伝
わ
り
に
く
い
。
だ

と
す
る
な
ら
ば
大
学
の
側
か
ら
地
域
の
皆
さ

ん
の
現
場
に
出
向
い
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
番
組
は
そ
の
点
で
は
大
学
が
社
会
に
試

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
地
域
を
元

気
に
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
そ
の
ま
ま

地
域
の
元
気
に
本
当
に
つ
な
が
る
か
と
い
う

の
は
い
さ
さ
か
怪
し
い
。
地
方
創
生
の
現
場

で
は
経
験
を
も
と
に
し
た
取
り
組
み
に
加
え

て
ど
の
よ
う
に
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
観
点
を

取
り
入
れ
行
動
す
る
か
が
常
識
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
自
分
ら
の
地
域
が
ど
の
よ
う
な
傾
向

を
示
し
て
い
る
の
か
、
産
業
の
具
合
は
ど
う

か
、
そ
し
て
地
域
振
興
の
手
法
は
ど
の
よ
う

な
も
の
を
選
び
実
行
し
て
ゆ
く
の
か
、
そ
こ

か
ら
地
方
創
生
の
筋
道
は
問
わ
れ
る
の
が
現

在
の
最
前
線
で
あ
る
。
無
闇
な
地
域
活
性
化

で
は
残
念
な
が
ら
成
果
が
出
な
い
の
も
現
実

で
あ
る
。

　

内
閣
官
房
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
中
で
「
し
ご
と
が
ひ
と
を

呼
び
、
ひ
と
が
し
ご
と
を
呼
ぶ
好
循
環
を
ど

う
確
立
す
る
か
」
と
記
し
て
い
る
。
ゆ
る

キ
ャ
ラ
や
Ｂ
級
グ
ル
メ
に
熱
心
に
取
り
組

む
の
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
で
は
あ
る
が
、

必
要
な
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
自
分
ら
の
設
定

し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
す
る
の
か
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
す
で
に
我
々
に
は
「
若
者
と

女
性
」
と
い
う
課
題
が
政
府
機
関
か
ら
課
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
地
元
自
治
体
す

ら
そ
の
課
題
の
意
味
を
本
当
に
理
解
し
て
い

る
か
は
難
し
い
。
市
民
の
多
様
な
知
恵
を
地

域
社
会
の
中
で
集
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
て

ゆ
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
そ
う
い
う
背
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■ からだの細菌　キャラクター図鑑
　  岡田晴恵（教育学部特任教授）監修　2019年６月刊／80頁／日本図書センター／1,620円

■ バスケセンスが身につく88の発想
　  網野友雄（教育学部講師）［ほか］編　2019年４月刊／208頁／東邦出版／1,512円

■ 危機の政治的余波と危機管理の管理
　  児玉　博昭（法学部教授）著　2019年３月刊／316頁／日本評論社／4,860円

■ 条文から学ぶ独占禁止法
　  栗田　誠（法学部教授）［ほか］編　2019年4月刊／382頁／有斐閣／2,916円

　

４
月
１
日
、
大
行
寺
キ
ャ

ン
パ
ス
第
一
体
育
館
で

２
０
１
９
年
度
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
た
。
大
学
院
生
を
含

む
、
１
２
９
１
人
が
新
た
に

白
鷗
生
と
な
り
、
新
年
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
奥お

く

島し
ま

孝た
か

康や
す

学
長
は
、「
こ
れ
か
ら
の

社
会
は
、
競
争
か
ら
『
共

創
』
へ
、
共
存
か
ら
『
共

生
』
へ
進
み
ま
す
。
そ
の
方

向
性
は
、
本
学
の
モ
ッ
ト
ー

『
プ
ル
ス
・
ウ
ル
ト
ラ
』
に

よ
っ
て
育
て
ら
れ
る
こ
と
に

学
位
記・

卒
業
証
書

１
０
８
５
人

に
授
与

「小笠原先生がとちぎの未来を聞かれてみたら」
小笠原伸（白鷗大学ビジネス開発研究所所長／経営学部教授）

教
員
著
書
紹
介

３
月
16
日
、
大
行
寺
キ
ャ

ン
パ
ス
第
一
体
育
館
で
平
成

30
年
度
学
位
記
・
卒
業
証

書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
、

１
０
８
５
人
の
卒
業
生
が
本

学
か
ら
飛
び
立
っ
て
い
っ

た
。学

部
卒
業
生
の
代
表
者

に
、
奥お
く

島し
ま

孝た
か

康や
す

学
長
か
ら
証

書
が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、

卒
業
生
代
表
挨
拶
で
は
経
営

学
部
の
末す
え

村む
ら

友ゆ

季き

奈な

さ
ん

が
「
経
営
学
の
楽
し
さ
を
知

り
ゼ
ミ
の
仲
間
と
切
磋
琢
磨

し
た
時
間
と
協
定
校
で
あ
る

ト
ラ
イ
ン
大
学
へ
の
留
学

は
、
私
を
大
き
く
変
え
て
く

れ
た
」
と
謝
辞
を
述
べ
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
に
よ

る
祝
典
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ

た
。 卒

業
生
代
表
挨
拶
を
す
る

末
村
さ
ん

な
る
で
し
ょ
う
。
大
学
で
の

青
春
を
素
直
に
満
喫
し
て
く

だ
さ
い
。
楽
し
く
な
け
れ
ば

大
学
生
活
で
は
な
い
」
と
新

入
生
を
激
励
し
た
。

　

な
お
、
白
鷗
大
学
の
入
試

の
志
願
者
数
は
増
え
続
け
て

お
り
、
今
年
度
で
７
年
連
続

の
増
と
な
っ
た
。
大
手
進
学

サ
イ
ト
の
Ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ

マ
ナ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
本
学

の
偏
差
値
は
、
58
～
50
と

な
っ
て
い
る
。

　
１
２
９
１
人
の

　
　
新
入
生
を
迎
え
入
学
式


